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■ 関西大学・早稲田大学連携講座 ■ 

大阪発・笑いの科学「理論研究とフィールドスタディー」を実施 

日時：９月７日（月）～９月１０日（木） ３泊４日   場所：関西大学高岳館ほか 

 

 
関西大学は、早稲田大学との連携協力の一環として、９月７日（月）から９月１０日（木）までの４

日間、連携講座「大阪発・笑いの科学～理論研究とフィールドワーク～」を実施します。 
 
 これは、２００８年５月に両大学が締結した連携協力に関する協定に基づいて初めて実施する運びと

なったものです。 
 
本講座は、本学高槻キャンパスにあるセミナーハウス高岳館において３泊４日の合宿形式で行われ、

本学学生１０人と早稲田大学学生１５人の計２５人が受講する予定で、本講座で修得した単位は、本学

および早稲田大学の両大学において単位認定され、卒業所要単位に算入されます。 
 
講師陣には、本学の井上宏名誉教授や森下伸也社会学部教授、守口敬任会病院の木俣肇アレルギー科

部長ら、笑いを多様な視点から研究する第一線の研究者を置き、「笑いとユーモア」「笑いの心理学」「笑

いの医学的効果」など多彩な講義を行うほか、なんばグランド花月やワッハ上方演芸資料館、さらには

天満天神繁昌亭を訪れ、フィールドスタディーを行います。 
 
 関西大学と早稲田大学は、教育・研究領域における相互の学術交流を通じて、教育・研究のレベルを

一層高めるとともに相互にグローバルな視点から教育・研究、社会連携活動を行うことを目的として、

２００８年５月１３日に連携協力に関する協定を締結しており、本協定に基づき、これまでもアメリカ

ンフットボール交流戦、オープンキャンパスでのブース交換、さらには事務職員の合同職員研修など、

積極的な交流活動を行っています。 

 
 
 
 
 
 

木田、北谷、木村

 



■ 関西大学・早稲田大学連携講座について 

１ 実施期間 

  ２００９年９月７日（月）～９月１０日（木） ３泊４日 

２ 実施場所 

・ 関西大学高岳館（大阪府高槻市霊仙寺町２－１－１）【宿泊地】 

・ なんばグランド花月（大阪市中央区難波千日前１１－６） 

・ ワッハ上方演芸資料館（大阪市中央区難波千日前１２－７） 

・ 天満天神繁昌亭（大阪市北区天神橋２－１－３４） 

３ 講義概要 

  笑いはどのようなメカニズムによるものか、その社会的機能や心理的効果から、身体的機能まで、

学際的な視点から総合的に論じます。あわせて、ワッハ上方、吉本興業などの協力を得て、大阪の街

に息づく笑い文化の基層と生態をさぐります。笑いに深い思いを寄せる多彩な講師陣が、それぞれの

足場と視点から笑いの意味と力を解明します。 

４ 単位認定 

(1) 関西大学  修得した単位は、全学共通科目Ａ群・人間性〔知の跳躍（想像力〕の単位として、 
所属学部の規定にしたがって、卒業所要単位に算入します。 

(2) 早稲田大学 修得した単位は、「オープン科目」の単位として、所属学部の規定にしたがって、   
卒業所要単位に算入します。 

５ 担当講師 

  井上宏（関西大学名誉教授）、森下伸也（関西大学社会学部教授）、 

関屋俊彦（関西大学文学部教授）、森田亜矢子（関西大学社会学部助教）、 

木俣肇（医師・守口敬任会病院アレルギー科部長）、野澤孝司（目白大学非常勤講師） 

松阪崇久（財団法人日本モンキーセンター特別研究員） 

６ スケジュール 

日 時 場  所 内  容 

９／７（月） 13：00 オリエンテーション 

       14：10 講義１「笑いとユーモア」（講師：森下伸也） 

       15：50 講義２「笑いの脳科学」（講師：野澤孝司） 

９／８（火 ） 9：00 講義３「笑いの心理学」（講師：森田亜矢子） 

       10：40 講義４「笑いの人類学」（講師：松阪崇久） 

       13：00 講義５「笑いの医学的効果」（講師：木俣肇） 

       14：40 講義６「能狂言の笑い」（講師：関屋俊彦） 

       16：20 

関西大学高岳館 

講義７「日本の笑い祭り」（講師：森下伸也） 

９／９（水 ）10：00 
なんばグランド花月 

吉本興業からの解説 

寄席鑑賞 

       14：30 
ワッハ上方演芸資料館

博物館見学 

講義８「大阪文化と笑い」（講師：井上宏） 

９／10（木）  9：00 関西大学高岳館 講義９「まとめと討論」（講師：森下伸也） 

       13：00 
       16：30 

天満天神繁昌亭 
落語鑑賞 

終了 

 


